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今日，ネットワーク技術を用いた機器が身の回りに数

多く存在する。しかし，ブラックボックス化が進み，

仕組みを理解せず使用している場合が多い。そこで， 

1. ネットワークの通信には，決まった手続きが必要

であることがわかる。  

2. ネットワークが送信，中継，受信を行い，通信を

していることを体験的に学習できる。  

   

 この2点を満たす，教材の開発を行う。 

動機・目的 

 

 

  

 

 ボタンで操作できるようにプログラムを作成す

る。 

 シリアル通信で他の基板へメッセージを送信でき

るプログラムを作成する。 

 プログラムに合わせて，基板にパーツをはんだづ

けする。 

製作過程 

  

 

 ネットワークの構築           送信側(アドレス入力)                  受信側(データ受信) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

任意の相手と通信できる。                ボタン操作でこの順番に操作を行う。 

動作・運用 

 

 

  

1. 宛先アドレス入力 

2. 返信の受信 

3. データの入力 

4. 返信の受信 

1. リクエストの受信 

2. リクエスト先に返信 

3. データの受信 

4. 送信元に返信 

 

 

 子どもが操作しやすいように，コントローラと同じようにスティックやボタンを配置した。 

 データ(メッセージ)を受信したら，LEDが点灯するようになっている。 

工夫した点 


